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研究成果の概要（和文）：大学生が一度は学んだことのある高頻度の英語名詞をコア語として、コア語と意味の
うえで結びつく5個のクラスター語から構成される「学習クラスター」について、語彙知識の深化とネットワー
ク構造化を図るオンライン単語学習プログラム Word Cluster Master Program (WCMP) を開発した。プログラム
は12のユニットから構成され、各ユニットには4（あるいは5）セットの「学習クラスター」がある。学生は、
「提示」→「自己診断」→「学習」→「強化」のステップを踏んで、授業内外でパソコンを使って学習クラスタ
ーの習得に取り組んだ。実証研究の結果から、WCMP の有効性が検証できた。

研究成果の概要（英文）：In this project, we developed the Word Cluster Master Program (WCMP), an 
online self-study English vocabulary learning program. The program is designed, generally, to 
improve the L2 lexical knowledge of Japanese EFL learners at the college freshman/sophomore level 
and, specifically, to promote network building within this knowledge. WCMP comprises 12 units, each 
with four or five “study clusters.” A study cluster is made up of a core word (i.e. a 
high-frequency, basic English noun) and five cluster words (i.e. nouns semantically related to the 
core word). The menu for learning starts with a Presentation introducing a “study cluster,” 
followed by a sequence of Self-Diagnosis, Learning, and then Reinforcement. Students work with WCMP 
on PCs inside and outside the English classroom. It was confirmed that the self-study vocabulary 
learning program was effective in promoting the specific objective of deepening and restructuring 
the network configuration of the target lexical knowledge.

研究分野： 英語教育学、第二言語語彙習得研究
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研究成果の学術的意義や社会的意義
学習者が英単語の知識を確実なものにし、単語間の結びつきを英語らしいものに強化・構造化することは、英語
運用能力の向上に結びつく。単語間ネットワークの強化・構造化の実現により、学習者は英語らしい同意語やコ
ロケーションを想起・使用できるようになり、心内辞書内の語彙知識へのアクセスも速くなる。一方、強化・構
造化のための指導が意識的になされない場合、非母語話者の心内辞書の再構築・変容は容易ではない。本研究
は、心内辞書内の単語知識のネットワーク化を集中的に促進させるオンライン学習プログラムの開発に取り組
み、実施した実証研究から日本人大学生の心内辞書構造の再構築・変容は可能であることを明らかにした。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
(1) 心内辞書（頭の中の辞書 = mental lexicon）内の単語は単語間ネットワーク内に格納され、
言語使用時にリンクが活性化される。学習者が英単語の知識を確実なものにし、単語間の結び
つきを英語らしいものに強化・構造化することは、英語運用能力の向上に結びつく(Sánchez, 
2004)。単語間ネットワークの強化・構造化の実現により、学習者は英語らしい同意語やコロケ
ーションを想起・使用できるようになり、心内辞書内の語彙知識へのアクセスも速くなる
(Schmitt, 2010)。しかし、強化・構造化のための指導が意識的になされない場合、非母語話者
の心内辞書の再構築・変容は容易ではない。 
 
(2) 英語母語話者の単語ネットワーク構造を覚え込ませるという指導により、心内辞書は局所
的には母語話者に近似することが先行研究で確認されている。時間をかけた、伝統的な教室内
活動を通しても心内辞書は変容し得る。単語知識の復習・強化から始めて単語知識のネットワ
ークへと、ステップを踏んで学ばせる指導（単語の意味を確認する→意味の異なる単語を区別
する→文章を作る→関連する単語をグループにまとめるなど）は、学習者の満足度も高く学習
効果もある (Jullian, 2000; Pavlenko, 2009; Sonaiya, 1991)。心内辞書内の単語知識のネットワーク
化を集中的に促進させる教材の開発は、英語使用や授業回数が限られている多くの日本人大学
生にとって特に意義がある。 
 
２．研究の目的 
(1) 日本人大学生の心内辞書内構造に関する私たちの基礎研究、英語の動詞を採り上げて開発
した語彙知識のネットワーク化促進のためのオンライン教材 Word Cluster Master Program 
(WCMP) 、及びその実証研究の成果に基づく。本研究では、動詞版に引き続き、名詞版の開発
とその効果検証を目的とする。 
 
(2) これまでに開発した動詞版WCMPと同じように、パソコンで学習者が自学自習できるもの、
授業形態やクラスサイズに関わらず、柔軟に通常の学習指導に取り入れられるものにする。 
  
３．研究の方法 
(1)心内辞書内の英語「名詞」群の構造の特徴を踏まえて、日本人大学生にとって重要度の高い
名詞（コア語とクラスター語、合計 288 語）を決定する。分担して教材スクリプトを執筆し、
デジタル教材化する。 
 
(2) 動詞版と同様に、開発する名詞版 WCMP の学習サイトをウエブ上に構築する。開発した教
材を教養英語教育の授業に導入し、事前・事後テストにより学習効果を検証する。  
 

４．研究成果 
(1) 名詞版 Word Cluster Master Program の開発 

学習者がパソコンで取り組む単語学習プログラ
ム Word Cluster Master Program (WCMP) 動詞版を
開発した（図 1）。WCMP は、プリンストン大学
の  WordNet (2012) に基づき  (Fellbaum, 1998; 
Miller & Fellbaum, 1991) 抽出した基本英語名詞、
およびその名詞と意味的に関連する数個の名詞群
とで構成する「学習クラスター」の習得を目的と
する。学習クラスターは、college, dinner, sun とい
った高頻度の名詞（コア語）と、コア語と意味的
に結びつき度が高い 5 つの単語（クラスター語）
を１セット（例：news （コア語）＋  report, 
message, update, communication, intelligence（クラ
スター語））から成る。学習クラスターの単語は、
WordNET で公開されている synset（同意語を中
心とする単語クラスター）に基づき選定した。4
（あるいは 5）セットで 1 つのユニットを構成し、
合計 12 ユニットから成る。授業内外で取り組み、
1 週間に 1 つのユニットを学習し 12 週間で終了す
る。 
 

(2) 7 つの学習メニュー 
WCMP には 7 つのメニューがある。「提示」（動

画。①コア語とクラスター語の関係把握，②目標
語を使った英文ペアの確認）（図 2）→「自己診断」
（関連する意味の単語を選ぶ）→「学習」（①聞き
取った単語を選ぶ → ②文脈にふさわしい意味を

 
図 1. WCMP のトップページ 

 
図 2.「提示」画面例 



選ぶ → ③タイプ入力する）→「強化」（関連語を選ぶ → 単語をグループに分ける）である。 
 
(3) WCMP の効果検証 
学習プログラムの効果検証結果を、研究期間中のまとめである、最後に実施した実証研究を

中心に報告する。 
 

① 研究課題 
名詞版 WCMP)の効果について、次の 2 つの研究課題に取り組んだ。  

(a) 学習者の心内辞書構造は再構築・変容するか。 
(b) 心内辞書からの語彙項目の想起において、意味は形態に常に優勢か。 

 
② 被験者 
開発した WCMP の効果を検証するために実証研究を行った。被験者は 2 群より構成された。

１つ目の群（実験群）は、「英語語彙サイズ判定テスト」（熊本大学、1 回目の授業で実施）に
おいて、平均語彙数 5106.7, SD = 504.1 の国立大学 2 年生（英語非専攻）30 名であった。2 つ目
の群（対照群）は同じ語彙サイズ判定テスト（同じく 1 回目の授業で実施）において、平均語
彙数 5108.3, SD = 498.6 の大学 2 年生（英語非専攻）30 名であった。なお、両群の語彙サイズ
に有意差はなかった（t (58) = 0.013, p = 0.990 , n.s. 両側検定）。両群ともに、半期に 90 分 15 回
の教養英語科目「CALL（応用編）」を履修した。 
 
③ データ収集 
データ収集のために、WCMP で取り上げた学習クラスターの中から 4 つを抽出し、被験者

が考える意味のまとまりでグループ分けさせる単語仕分け課題 (word sorting task) を課した。
なお、研究課題 (b) を踏まえ、語頭あるいは語尾が類似する実験語ペアが各学習クラスターに
1 つはできるように、各学習クラスター内で 1 語は別の単語に差し替えた。 
 
④ データ解析 
研究課題 (a) に関して、収集した実験群および対照群の事前、事後の各データに対して群平

均法によるクラスター分析を行い、仕分け課題解析結果の表象である群デンドログラムを得た。
そして、群デンドログラムは、理論的に非類似度 (dissimilarity) 0.0～1.0 の「高さ」から構成さ
れる距離行列であることに着目した。得られた群デンドログラムについて事前と事後の間に差
異があるか否かを解析するために、並べ替え検定 (permutation test) により、群デンドログラム
の距離行列間に有意差はないという帰無仮説のもとに解析（ペアワイズ比較）を行った。デン
ドログラムを距離行列として扱う統計的手法については、小林・折田 (2009, 2012, 2013)、 
Kobayashi and Orita (2014) を採用した。 
研究課題 (b) に関して、事前において、実験群および対照群の事前、事後の群デンドログラ

ムから 形態（語頭あるいは語尾）が類似する実験語のペアが心内辞書内のどの部分に構造化さ
れているかを確認し、WCMP への取り組み前および取り組み後の構造を解析した。 
 
⑤ 結果 
研究課題 (a) に関して、実験群では事前と事後の群デンドログラムの距離行列間に統計的有

意差が検出された（5％有意水準、片側検定）。一方、対照群では事前と事後の群デンドログラ
ムの距離行列間に有意差がないことが判明した（同じく 5％有意水準、片側検定）（表 1）。心内
辞書構造の再構築・変容を目的とする WCMP の効果が確認され、また変容のための特別な語
彙学習を課さない場合には心内辞書構造は有意に変容しないことが確かめられた。 
 
表 1．群デンドログラム（距離行列）のペアワイズ比較：並べ替え検定結果 

比較するペア      p 値    

実験群（事前） vs.  実験群（事後）  0.0000*  

対照群（事前） vs.  対照群（事後）  0.8650  

*p < .05. 片側検定。 
 
研究課題 (b) に関して、事前において、実験群の WCMP での学習で習得を目指す 4 つのク

ラスターのうち、COLLEGE と DISEASE の 2 つでは 5 つの実験語がクラスター内に構造化した
（ただし、college と形態が類似する実験語 carriage（COLLEGE クラスター）、また condition と
類似する cohesion（DISEASE クラスター）は当該のクラスターに構造化されなかった）。単語
間の結びつきの精緻度は別として、COLLEGE と DISEASE については、WCMP への取り組み
の前に既にクラスター構造化されていたことが判明した。特に、COLLEGE クラスターの 
(college-university)、DISEASE クラスターの (disease-illness) の各単語ペア間の語彙項目間類似
度は強く、強い結びつきが形成されていることがわかった。一方、操作的に設けた形態が類似



する 4 つの実験語ペア（condition と cohesion、carriage と college、consequence と occurrence、sum
と sun）のいずれも、同一のクラスターに形成されなかった。ただし、EXPERIENCE クラスタ
ーにおいて (experience-occurrence) の結びつきが確認された。綴りや発音が近似していても、
意味が異なれば、意味を基盤に心内辞書内の単語は構造化されていることが明らかになった。 
実験群の仕分け課題の結果（事後）について、目標とした 4 つの学習クラスターのすべてに

ついて、意味的に関連するコア語とクラスター語がはっきりと構造化し、構成する単語間の関
係が明確になった。事前で確認された COLLEGE クラスターと DISEASE クラスターの 5 語
間の語彙項目間類似度はさらに強まり、構造の精緻化が進んだ。この点からも、WCMP の効果
が確かめられた。一方、形態が類似する実験語ペアのいずれも、同じクラスターには入らなか
った。事前と異なり、その 4 語 (carriage, cohesion, consequence, sum) で 5 つ目のクラスターが
形成され、その 4 語間の緩やかな関係性 (((sum-consequence)-cohesion)-carriage) が確認された。
また、事前と同様に EXPERIENCE クラスターにおいて、(experience-occurrence) の結びつきが
表出した。 
対照群の仕分け課題の結果（事後）は、事前とほとんど変化がなく、計量的に事前と事後間

で有意な差異がなかったことと同様に、特別な学習に取り組まない場合は質的にも構造の再構
築・変容がないことが確認された。 
 
４．研究成果 
語彙知識のネットワーク化を促進するオンライン自学教材 Word Cluster Master Program 

(WCMP) が学習者の心内辞書構造の再構築・変容に効果があることを実証できた。Schmitt 
(2010) が指摘するように、第二言語の心内辞書の構造化は徐々になされる性質のものであるが、
WCMP のような集中トレーニングへの取り組みでそれを速めることができると言える。そし
て、心内辞書から語彙項目間の結びつきが探索・想起される場合、意味を基盤になされ、発音
や綴りといった形態が関係することはまれであることがわかった。形態が関係する場合であっ
ても、その役割は限定的なものであることも明らかとなった。 
今後の課題として、語彙サイズが本研究や折田他 (2018) の被験者より大きい、あるいは小

さい被験者でも、心内辞書の構造化における意味の形態に対する優位性が常に当てはまるかと
いう問題がある。例えば、COLLEGE クラスターにおいて、語彙サイズが十分大きい学習者は
形態が類似する college と courage を正確に区別でき courage を COLLEGE クラスターに構
造化していることはないと推測できる。一方、そうでない場合、2 語を区別できず courage を
COLLEGE クラスターに入れてしまわないだろうか。もし語彙サイズが関係するとすれば、そ
の閾値となる語彙サイズは何語だろうか。実験語を工夫し、こういった問題を今後検証してい
きたい。 
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